
回

事 例 編

田 分団登下校時の上級生によるいじめ

小学校  被害児童 2年 生A男 加害児童 6年 生B男 、C男

1 問題行動の概要

A男 は明るく元気のよい子であり、 念風

`登

Д成立ゑιこニユ盆ム

そのため、上級生は言葉で注意していたが、

聞き入れないことが多く、手で引っ張って列に引きもどしていた。それ

でもはみ出しが続いたために、上級生は分団旗で尻をたたいたり、手で

小突くようになった。やがて上級生のB男 やC男 が頭をつついたり、尻

を蹴ったりするなどのいじめが始まった。 1か 月余りたって母親の連絡

によりいじめが判明した。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A男 はわんぱくで元気が良く、自分勝手なところが多く見

られる。両親は学校に対して協力的である。

加害児童  B男 は繊細な心を持ち、些細なことを気にする面がある。

勝ち負けにこだわるところがあり、姉に対してもライバル意

識が強い。学校では、交友関係は広く、学級でも問題はない。

両親は、大変教育熱心で、学校に対 しても協力的である。

カロ害児童  C男 はおとなしく目立たない子である。両親は、 「いじめ

られることはあっても、いじめるような子ではない。Jと 思

っていた。

3 事実の把握

ある日、被害児童の母親から学級担任へ、 「どうも分団でいじめられ

ているようなので調べてはしい。」との連絡を受けた。 学製悽豪はな重

―

すぐ担任が本人や同じ分団の児童から事実確認をした。

加害児童が明らかになり、いじめが判明したところで、生徒指導主事へ

報告を した。報告を受けた生徒指導主事は校長、教頭に報告するととも

に、 奴震現毒ρ蝶畑艇蜘珍豪穀調燭酵数数競幾勿憶取以れ¨指示を受け

た担任が事実を確認 したところ、本人は「少し行き過ぎた行動があった。」

ことを認めたが、いじめているという認識はなかった。

4 問題行動の状況

分団登下校時、A男 は道路脇の草花を摘んだり石蹴りをするなどして

列からはみ出すことが度々あり、上級生から注意を受けていた。しかし、

その都度注意されても相変わらずはみ出しが続いたため、上級生を含め

たB男 やC男 の注意は次第にきつくなり、やがてA男 に対 して頭を軽く

小突いたり、分団旗で尻をたたくなど手を出して注意するようになった。

このような状況が続く中で、はみ出していない時でも、 「TVゲ ーム

の真似だ。」と言っては首をネコのように掴まえたり、腹を膝で蹴るな

ど、度を超 した一方的な強要行為になり、いじめに発展した。その間、
楽
A兄 は念風魔てЛ晨よム詭泌県越れ終轟錮難規∝C楓 蒸れしほゑ砿ムよ玄

なことも立ず、相三の為すiま まL‐ 2

- 38 -

X分団登下枚においても|

しめに発展する問題行動が

起こり得るという認議をも

っていたい。

巌家庭から連略がある時は

よほどのtとがあると言う

認識に立つこと
'大

切であ

る。

※加害児童、被害児童ヌ方

の事情を聞いて事実を確実

に把握すること。

※児童の表情のみからいし

めを判断することは危険(



―
これに対 して、分団長は彼なりにA男 を注意をしたり、列へ引きもど

したり、B男 やC男 に注意をしたりしていた。それでも行為が続いたた

め、自分の側へ並ぶ位置を替えるなど努力していた。6月 中旬のある日、

分団下校 しているA男 の様子を偶然通 りかかった母親が見て、その行為

に驚き、 「いじめられているのではないか。Jと 母親が学級担任へ連絡

してきた。

5 指導と措置

A男 の学級担任から連絡を受けた生徒指導主事は、すぐ加害児童の担

任に連絡、詳細について調査を指示するとともに校長 教頭に連絡 した。

※
3こず忌Jにヽ現擬炊96j音こそ11賃Lコζ。_tき式111ムιじCtた0ズスユ

`参

も記1^^メ6とJ」t(2賃賛1優頂しとしも
`ヽ
CJ≧tコlκ⊇嘲長1

①被害児童、加害児童への指導 ②分団への指導～当該分団の6年 生、

分団長会、分団会 ③学級への指導～当該学級、学年集会、全校集会

④保護者への協力依頼～校報、PTA役 員会

(1)被害者、加害者への指導

両者の思いを十分聞き出し、加害児童には tu殿憲たょば畑誤殿tニ

』剋父ヨニ′ζし811lXが叡メリし02厖疼夫支コタ0し、～J疑員メメじ″こセ撻ヽスまJ`じこ2述久XI`り5こ(篭ヽ、̂メヨじ場ここ電tピtζttt“ヒt

t忌認↓2」奎ともしおこЮ、̂

さらに、

(2)分 団会への指導

ｔ
刀

Xこのようにいじめを局所

的にとらえず、全故のl・l題

として考えようとする姿勢

が解決を早めた。

XIの問題、人lllとしての

あり方に1を向け、内省さ

せることが必要である。

※これからどうするか具体

的な・l動について考えさせ

た|。ヽ当該分団長や他の6年 生児童に対 して、分団長会、分団会の場で職

員で共通理解 した点について各担当教諭より指導 した。その後、定期

的に実施 している休み時間を活用 した 「心のふれあい活動Jの 場で以

下のことを指導 してきた。Fのことを指尋してきた。                     |
Xttだ

当要製晏夕願しetこた、ズ共ノ3じをt[重kヌ1メιしも電ヽに久デ)Jしヽで更民口I`′tёt砲犀kム′工し、_`L咆4とるにttだた、 |

…上級生の下級生に対する接 し方を指導すること

さらに、今後の工夫 改善点として以下のことを考えている。

下級生の分団への帰属意識の高揚を図ること

心のふれあいをより深めるために、縦割 り集団活動の位置付けを見

直すこと

3)豪 靱

校長、教頭、生徒指導主事がリーダーシツプをとり、職員会、事例

研修会、情報交流会の場で、いじめの問題について研修 し、指導の在

り方について共通理解を図った。 
※

-
6 指導上の留意点

(1)全校態勢で取り組むいじめの問題

いじめの問題は学校教育の根幹を揺るがすものであることを認識 し、被害児童、加

害児童の人権を十分踏まえた上で、校長の指導の下に、 「いじめ」を絶対に許さない、

「いじめ」を見逃さないという決意をもって全校態勢で取り組まねばならない。

(2)分団登下校の実態を把握 し、好ましい人間関係へ高める指導の工夫

分団登下校においても、いじめの問題は起こり得る。これは上級生の下級生への接

し方の問題、人間関係の稀薄さ、下級生の甘えなどが原因で発生することが多いので、

好ましい人間関係を作り上げるために指導の工夫 改善をしていかなければならない。

Xこのようなし0ふれあ|

活動を意目的に仕組むこと

が早期解決につなが,たと

考えられる。

※校鶴員、調理員、事務担

当渚にも情報を樽られるよ

う依頼してお(。

- 34 -



日 教師の目が届かないところで繰り返されるいじめ

小学校  被害児童 3年 生A男   加害児童 5 6年 生B男 、C男

1 問題行動の概要

A男 は、一人っ子でおとなしい子である。分団登校の集合場所でB男

とC男 がA男 に石を投げつけたり、分団旗でつついたりすることが続い

た。 
※
担倒 去^[生巌見直L風 べ」メ舞こ期的にi載しLて いて、=そ の史蟻

晟 し、B男 とC男 に指導をした。その後 しばらくは止まっていたいやが

らせが再び始まり、今度は隠れて石をぶつけたり、周囲にわからないよ

うにつついたりし始めた。 
※
分団の周 囲の子は気が,い て かヽた が、‐ に

ー
1か月ほどたったとき、近所の母親から生徒指導主事へ連絡が入り、

事実関係を調査、指導に当たった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A男 は学習が遅れがちである。 類販欲ぐゑ怒娘蝶奴嫁類は

巌あり、蒟鶴腱■の交期 係はm。 母親が病弱であるため、

A男 は、 「母に心配させたくないから。」と、今回の事実

を話 していなかった。

加害児童  B男 は友達が少ない。「健康のために」と母の強い勧めで

毎日走 らされたり、付ききりで勉強させ られたりしていた

ので、母の目か ら逃れたいと思うときがあったという。この

ような生活の中で、
Xス

トンスがたまる生活ぶりであった。

加害児童  C男 は無口で、行動に活気がない。友達も少なく、やや

孤立気味である。仲間ができるとすぐについて回り、軽は

ずみな行動をするなど優柔不断な面を持つ。

事実の把握

毎月 1回 全校児童を対象に実施 している
X

「石を投げつ,すられる。 | というJ きヽな訴えから 「い じめ |が 明らかに

ゑ漱愁歎その時点で指導はしたものの、その後のいじめが陰で隠れて行わ

れたこと、周囲の友達が誰 も知 らせなか ったこと、教師の見届けが不十分

だったことなどから再発を防止することができなかった。結局、近所の母

親が生徒指導主事へ連絡 したことからいじめの事実が明らかになった。

4 問題行動の状況

A男 が所属する分団は13名である。 6年 生は男子が 3名 で、そのうち

2名 が分団長、冨J分団長をやっている。分団は6年 生の思い通 りになる

ところがあり、日頃か ら、6年 生にややわがままな行動が見られる分団

であった。それに対 して学校は、 毎Д■回の盆風員会鼠2風 金Qと ,

に分団担当教師や生徒指導主事が注意 をしていた。

一方、A男 はおとなしい子で、ひょうきんな面もあり、上級生や下級

生と仲良く通学 していた。 しかし、3年 生になった4月 下旬から分団登

校の集合場所でB男 とC男 がA男 に対 して後ろから目隠しをしたり、一

人が日隠しをして他の一人がくすぐったりするなどのいやがらせを始め

た。このようないたずらが続 くうち、やがてA男 をかすめるように石を
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※低、中学年では書かせる

ll動を通して早期発見する

のも一つの有効な手立てで

ある。

X気になること、II間の事

でtlを痛めていることも書

かせたい。

X兄菫を、表面的な姿だけ

てとらえることは危険であ

る。

X日頃から子供が家庭でど

のような生活をしているか

知ってお〈ことが大切であ

る。

※児童の発する小きなサイ

ンを説〈とらえることlj旱

斯解決のポイントである。

※いたずらが継続している

か―過性のものか見極める

tとが大llである。



投げ始めた。A男 は相手にせず、友達と遊んでいたため、投げた石が友

達の足に当たったりすることがあった。しかし、A男 が相手にしなかっ

たため、2人 はA男 を目がけて投石したり、分団旗でつついたりするよ

うになった。 
豪
ゑのよゑお微嵐ぬ敗υ謳尚Lメ ↓ま裏ヱ駄傷=な 全撫

て、 「石を上げつけられる。J_と担任に訴えた。_学級担任は、分団担当

教師と協力 して指導に当たった。学級担任はA男 にその後の様子を確か

めなが ら見届けをしていたが、A男 は 「大文夫Jと 答えていたので、い

やがらせは止まったものと判断 していた。

しか し、 しばらくは止まっていたいやがらせが再び始まった。今度は

隠れて石を投げつけたり、周囲にわからないようにつついたりし始めた。

また、A男 が一人でいるときには、いやがるA男 に対 して後ろから目隠

しをしてつついたり、くすぐるなどのいやがらせもした。

友達の中にはA男 のことに気がついていた者もいたが、誰にも知らせな

かったためにB男 とC男 の行為を増長させる結果となった。

1か月ほどしたとき、B男 やC男 の行為に行き過ぎがあると、生徒指

導主事へ 楽
近厳ゑ遅麗箇鶯蝦賎丞蒻鉢戴辺凌」数数屡審わ簿幽吸u&∝

5 指導と措置

生徒指導主事が掌握した事実は学年主任、教頭、校長へと報告された。

校長は行為の内容から一刻を争うことと判断し、 鵜馴劉験倶験ば祓妖姦ほ

(1)被 害児童A男 、保護者への対応

(2)加害児童B男 とC男 、保護者への指導

(3)該 当分団長 分団会と他の分団長 分団会すべてへの指導

(4)学級指導、学年指導、全校指導、児童会指導

(5)PTA役 員会の場で事実報告、理解 協力の要請

加害児童の担任は、B男 とC男 のとった行為が人間として絶対に許せ

ないこと、上級生としての生活の仕方、これからの生き方等について十

分反省、自覚させた。そ して、2人 に両担任立ち会いのもとで被害児童

に謝罪をさせた。その後、 
※
壁憑鍛嬢暖撼こ数餞選洸轟凶販類Q腐 記児童

類咀ααいK■■とと■αミ状また、 
当

て、そ の後 の 見届け指導 を してい る。

6 指導上の留意点

(1)家庭 地域との連携による情報の共有化

いじめは教師、親から隠れたところで行われること、陰湿化 してきていることなど

から発見がますます困難になっている。そのため、日頃から児童生徒や保護者、地域

の人々から情報が入手 しやすいような態勢を整えておくことが大切である。

(2)再 発防止の見届け

いじめは指導 したらすぐ止まるものではないので、注意深 く見届ける必要がある。

さらに再発防止に向けて、全教職員の英知を集め、積極的に取り組まねばならない。
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X書かせる活動を取り入れ

ることは早期発見の―つの

方法である。

※地賊の商店や追転車点等

を定期的に訪llすることで

情報を入手しやすい。

X全校の問題として考える

場を持つこと、親の理解、

協力を得ることはいしめゼ

ロによ向けての大切な視点

である。

X学校、保護制主体的に

解決してい(ことが極めて

重要である。

※事後の様子を見届けるこ

とが大切である。



日 言葉によるいじめ

小学校 被害児童 4年 生 (A子 ) 加害児童 4年 生 (B tt C男 )

i 問題行動の概要

学級の男子の多くがA子 に対 して、 「きたない、不潔」と言ったり

避けたりした。担任の指導により、ほとんどの児童は言わなくなった

が、B男 らは依然としてやめなかった。ある時、床に落ちていたA子

の筆箱をB男 が誤って蹴ったことから、ぃじめが表面化 した。

2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  2年 生の時に10日FB3入院したことがある。退院後 「風呂に

入れなかったので、アカまるけやよ。Jと 友達に言ったこと

広まり、2年 生時と3年 生の前半に 「きたない 不潔」とい

じめられたことがある。明るい性格であり、気も強い。他の

2名 の女子 (学級のリーダーで活発な児童)と いつも行動を

共にしており、乱暴な言葉で話すこともある。自分から担任

に話 しかけることができる児童である。

加害児童  B男 は持病をもっており、体が弱い。家庭でも過保護に育

てられており、車による送迎で登下校 している。気の弱い面

もある。C男 は学習が好きではなく、家でも親の言うことを

聞かない。保護者は、登校拒否ぎみの姉と比べて、学校さえ

行ってくれればよいと考えている放任家庭である。

3 事実の把握
豪
悩みの調査で、A子 が 「不潔 きたないと言われている。」 と訴えた

ことから担任がA子 より事実の確認を し、学級活動において指導 した。

しか し、 1か 月後にB男 が誤ってA子 の筆箱を蹴ったことから ¬殿霞

―

担任は保護者に、筆箱の件について電話で説明 した

ところ、保護者が 「うちの子はい じめ られている。」と担任に訴えたこと

から、担任は再度A子 をは じめ学級の児童に事実の確認をした。

4 問題行動の状況

2年 生、 3年 生時の指導で、

た¨ しか し、 4年 生になって再び、男子の多 くがA子 だけでなく他の女

子に対 しても遊び半分にいやがらせを した。他の女子から様々な苦情も

担任に寄せ られることがあり、その度に繰 り返 し指導 したが、加害児童

たちは 「また同 じことを言っている」と軽 く受け止めていた。 2学 期に

なると担任のいる前でのいじめはなくなった。B男 はA子 との机を離 し

たりC男 と一緒になって 「きたないJな どの言葉によるいじめを続けて

いた。

悩みの調査後の指導でいったんは治まったかのようにみえたが、A子

の悩みは解決されておらず、大事な筆箱を蹴 られたことで悩みは頂点に

達 した。保護者も担任にい じめの問題の早期解決を訴えた。

5 指導と措置

(1)保 護者の訴えを受けて、担任は再度A子 やA子 の友達、学級の他の

児童やB tt C男 から事実の確認を した。

※定期的に行い、実態把握

をすることが大切である。

X教鮨主体の指導ではな(

児童が本音で話し合|、l・l

題に気付さF決するように

指導することがIVlである。

※いじめのl・l題が表出した

時点で選続して指導し、そ

の見極めを大切にする。

X児童理解[努め、一人―

人のとんな訴えも真摯に受

けとめ、学級の間用として

児童t共に考え、解決を図

ることが大切である。

※教師も同じような見方を

することがある。相手の立
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その結果、Btt C男 が 「きたない」と言ったり、B男 がA子 との机

を離すといった事実は、悩みの調査が行われた頃まではあったが、そ

の後はなかったことがわか った。 
※

(2)保護者の希望により、懇談は、親と学校長 生徒指導主事で行われ

た。その中で学校長は、 
当
            後、学校が把握

しているいじめの事実や、悩みの調査後の全校集会でいじめの問題に

関して2回 講話をしたこと、各学級でも数回い じめの問題について話

し合ったことを話し、それでもいじめの問題が解決 しておらず、A子

を苦 しめてしまったことを謝罪した。

(3)担任は、学級の児童に、
※
覚』戴感度健勢ジ妖荻裏議宝銀は以2曳 れな

また、各児童にもいじめにあった経

験やその時の思いを出させ、みんなが楽 しく過ごせる学級にするため

にはどんなことに気をつけるべきかを話し合った。

6 指導上の留意点

(1)学級で起こった問題行動について、学級通信等によって家庭にも知 らせ、保護者に

も問題意識をもってもらうよう配慮 した。学校 と家庭の両方で児童を育てるため日頃

から、保護者 とのコミュニケーシ ョンに努める。

(2)教 師自身の人権感覚を磨き、小さないじめ (人権侵害)も 見逃 さず、学級の問題 と

して児童と共に十分話 し合うようにする。

(3)い じめの被害児童が加害児童になることもある。また、小学校低学年時のいじめの

問題が中学校になって再発することがあることを認識 し、人権に関する作文等を用い

て、いじめによる心の痛みや思いやりの大切さについて具体的に指導する。

(4)担任は毎日一度はどの児童にも声をかけ、児童理解に努める。 また、児童が何でも

相談できる信頼関係の確立に努める。

(5)正義感に満ちた、温かくなんでも話せる学級、問題を問題としてみんなの前に出せ

る学級経営に努める。

(6)加 害児童の悩みやい じめの動機についても同時に考え、非は非として指導 し、保護

者との連携を密にして、加害児童の問題点についても解決を図るように努める。

(7)校 内の指導態勢を整え、学年 学校態勢で指導に当たるようにする。

場に立って考えられるよう

指導することが大切である

X保護者はaが子を通して

のみいしめのl・l題を考え、

学校批llしがらである。

十分話を聞いて、事業を正

確に伝えられるように把握

しまとめてお(ことが大切

である。

※皆で決めた約束が守れて

いるか、定期的に厳続して

話合いをすることが必要。

ヽ
ヽ

ヽ
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日 保育所の時から同じ集国内で続いたいじめ

小学校  被害児童 4年 生 (A子 ) 加害児童 4年 生女子 (5人 )

1 問題行動の概要

4年 生13名の小規模校での出来事である。保育所時代から同学級とい

う序列の固定 した関係の中で、A子 は靴や鞄などを隠されたり仲間はず

れにあったりして、3年 生の時には 『休みがち』にもなっていた。学校

も精一杯に取り組んだが、思うような人間関係の好転はなかった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  A子 はおとなしく、消極的な子である。 「いじめにあって

いる」と母親は語るが、他の親たちに 「大袈裟に騒ぎ過ぎ」

との声もあって、A子 の母親は孤立し、 『このままの関係が

何年も続くとするなら』と転校も考えていたはどであった。

加害児童  強いて言えばB tt C子 の二人が中心であるが、この子た

ちはどこの学級にも見られる、む しろ積極的で学級のリーダ

ー的存在の快活な児童である。

3 事実の把握

新年度当初、担任は 『A子 を取り巻く状況の改善』を
※
裳α観験数2虫

“

ユ鰍鳳れたLな 煮え、観察を始めた。 「仲間はずれJの 具体的な場面は

見られなかったが、A子 は常に他の5人 の女子に付いていくという感じ

が していた矢先、4月 12日に母親から 「先生。A子 が毎日どんな寂 しい

思いをして過ごしているか分かりますか」という手紙が届いた。 『そろ

そろ親と連絡を取り、新学年になってからの様子を聴こう』と思っては

いたが、 ↓0数 逢劇ぬ戴上母槻ならの最紙 であった。早速に、始業式

以来のA子 の様子や担任として心掛けたことを手紙で知らせ、その夜に

電話もした。母親は堰を切ったように 「保育所以来のいじめの数々」を

語り、翌日には問題の早期解決を切々と訴える手紙が届いた。

4 問題行動の状況

他の女子はB子 やC子 のいないところではA子 と仲よく遊んだりして

いたが、 「B子 の命令を聞かないと自分が仲間はずれにされる」ことに

おびえ、常にB子 の顔色をうかがって動く傾向があった。

5 指導と措置

(1)手紙や電話の内容から
※
                した。

担任は校長 教頭 生徒指導主事と即日相談 し、いじめる側の児童

も愛情不足の結果で、誰もが被害者や加害者に陥る可能性があり、両

者の心を大切にし両者の幸せを願う方向で対応することにする。一人

一人を指導するより、担任の愛情で学級を包み込み、 
ス
襲漱感感類ゑΩ

―

いじめの空 しさに気付かせようと考えた。
(2)13日、両親、A子 と懇談 し、精一杯に思いを聞き出した。

(3)『学級の問題』とするため、15日に担任の思いを真剣に話 した。13

日の親との懇談で学級で話 し合うとの了解を受けていた。 『1年間に

託す抱負』を述べた後にA子 のことを語り、 「悲 しい気持ちを抱く子

を一人も出したくない。みんなの力で解決 しないと、この学級は一歩
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※新年度の始業式に、学椴

経営の柱を立て、朝確な視

点を持つことが大切であ:。

※前年の学校生活が悲惨で

あった場合、観も子も新年

度に熱い期待を抱いている

ことに留意したい。

※担任―スで抱え込まない

姿場が、朝

“

展ヽ望を開(。

※「t(ら呻き」ではなく

行為の根漂に潜む児童の意

識へ着:した:とがよい。



たりとも進めない。」と訴えた。泣き出す子、 「先生 !」と立ち上が

る子もいた。 『今の思い』を書かせた後に、女子だけを集め、気持ち

を語り合わせた。誰もが温かい心を持っているのだが、仲間の結束を

確かめるために誰かを標的にするような関係になっていて、結局内気

なA子 を標的にすることが多かった。 しかし、 い

ことがはっきりしたので、

XttI・lrl共感的な姿勢に、

女子たちは自分から「もう

しない」と雷り始めた。
今までの仲良しは本物 じやない。本物の仲よしにしていこう。

どんなことがあっても、仲間はずれ 無視は許せない。

今、Aち ゃんが一番に傷ついている。みんなで支えていこう。

と訴え、その方向と児童たちの反応をA子 の両親にも伝えた。

(4)本 当の意味の 『立ち直り』を目指して、次の指導に努めた。

A子 が学級にうまく適応できるような 鶴鰤腐れヱ↓よに習笙れこ¨

女子 学級全体の仲間意識が高まる活動を積極的に仕組む。

児童自身が目標に向かって、充実した学習ができるようにする。

児童のよい姿 思いを積極的に認め、紹介し、広げていく。

両親との連携を強め、周りの保護者の理解も得るようにする。

等々、 『仲間づくり』と 『学習の充実』を図って、生活と学習の両面

で自信を抱かせ、充実感のある学校生活が送れるよう配慮 した。

6 指導上の留意点

(1)学 級誕生時点で 「学級の課題Jを つかみ、不退転の決意で臨む。

新 しい年度には誰もが新 しい希望を抱 く。教師が何の課題も抱かず、 『しばらく様

子を見ていよう』などと呑気に構えているうちにも、新 しい学級の雰囲気が決まって

しまう。 『鉄は熱いうちにうて』と言われるが、5月 の連休過ぎになって方向を変え

ょうとしても、多大な労力と時間を要する。この事例では、波害者の親の Fl日 も待

てない。Jと の思いが 4月 12日の手紙になったが、担任も当初か ら 「学級の課題Jと

して意識 していたことがあつたからこそ、被害者の親も担任の方針を支持できた。

(2)『 学校の指導方針』を共通理解 し、常に共感的な姿勢で臨む。

早急に持った校長を含めた4者 の話 し合いで 『学校の方針』を打ち出し、共通理解

ができていたからこそ、担任は自信を持って臨むことができ、同時に、共感的な姿勢

で、児童の立ち直りを信 じて語りかけることができた。児童に 『本当はみんなが仲よ

くなりたがつているのだ』 との共通の願いに気付かせることができたのは、客観的な

指導方針に確信を抱き、常に共感的な姿勢で臨んだ結果でもある。

(3)い じめの根源に目を向け、学校生活を充実させることに努力する。

い じめの徴候を発見 して機敏に直接指導することも重要であるが、この事例の最大

のポイン トは、いじめを生む心の寂 しさに注目し、学習と生活の両面で 『誰 もが自己

存在感を味わえるよう』に配慮 し、多くの学級 ぐるみの運動を組織 した点にある。

(4)子供を変えることで親の姿勢を変えようと努力する。

被害を長期に渡 って受ける中で、親には学級懇談にも参加 しないはどの不信があっ

た。それのみか、他方の親の側には 「騒ぎ過ぎ」との意識さえあった。 4月 15日の学

級への指導以後いじめは無 くなったが、久 しぶりに参力0した6月 の学級懇談で、A子

の母親は、終始教室の隅で黙 っていた。被害者の親 として深い傷を負 っており、学級

懇談で心を開いたのは、半年後の10月になってからである。かたくなな親の心を変え

た要因は、担任の熱い心であり、高まった子供たちの姿であった。

X担任が毎!A子に戸を掛

け、学校での様子を親に運

絡したことが早期解決に結

びついた。
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□ 靴かくしによるいじめ

小学校  被害児童 5年 生 (A男 )    加害児童  (*不 明 特定 しない)

1 問題行動の概要

放課後、A男 が帰宅しようと下駄箱へ行くと、自分の靴箱から靴が片

方だけなくなっていた。

そこで、友達や担任と校庭などを捜 したが、とうとう見つからずに、

上履きで帰宅 した。

2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  両親とA男 、姉、弟、妹、祖母、伯母の8人 家族。誰に対

しても優 しい態度で接 し、友達からも信頼されている。学級

の中ではおとなしい方であるが、 リーダーとして活躍し、内

容のある意見が多かった。

加害児童   (*不 明、靴をかくしたが、自らの非に気付いたのであろ

う。わかる所にそっと戻 した児童)

3 事実の把握

担任が職員室で仕事をしていると、A男 と友達が 「ぼくの靴の片方が

ないんです。」と話にきた。

担任は下駄箱の所まで行って、A男 たちと一緒になって靴を捜 したが

見つからなかった。

そこで、担任はA男 に対して、上履きのまま帰宅するように指示をし

て帰宅させた。

4 問題行動の状況

放課後の下駄箱の付近は帰宅する児童で人の行き来がある。友達と一

諸に話をしたり、一人で足早に帰宅するなど、自分や身近な友達のこと

に対 しては関心を示すが、それ以外のことに対 しては無関心になりがち

な場である。A男 や友達が下駄箱の付近にいた児童に「靴を知 らない?」

と尋ねても 「知 らない。」という返事が返ってくるだけであった。

もし、誰かがFB5違って靴を履いて帰 ったならば、残された靴はあるは

ずだが、どこを捜 してもそれは見つからなかった。

そこで、担任やA男 は、 「靴は故意に隠されたもの」と判断 した。

5 指導と措置

(1)担任が家庭に連絡 して状況を説明するとともに、今後の対応につい

ての考えを説明した。 規誕が属厨で最湿ェ裁ルこ二難がなくなュな

後の対応についての考えを説明した^

また、A男 が安心して登校できるように理解を求めた。
(2)A男 の気持ちを理解 し、 厳蛾↓上K全 力ゑ幾之銀広ことゑL纂 微

靴がなくなった次の日に、 「学級活動」の場で、学級全体の問題と

して考えた。
豪

ー
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※A男の性が早故で隠され

たことを親が気付〈前に連

機し、学験での指導を誌η

した担任のtFは、迅速て、

学校への信頼を得た。

Xいしめを許さないことを

決議したり、化を按す運動



F       とともに、
      |

して受けとめ、 エニ級と上K嵐 じ上ゑa誌 ム
・ ,入 力 か ど み う  | ′ い

ヽ

ー
(3)※

学級の運動が

昼の放送でA男 が直接全校に向かって、放送を使って自分の気持ち

を訴えた。いつもは物静かなA男 が、はつきりした口調で気持ちを述

べたことは、全校に大きな驚きと感銘を与えた。

また、学級代表が 「いじめを絶対に許さない。」という決議を力強

く表明した。

さらに、なくなった靴の絵をかいた 「このくつ知りませんか?」 と

いうポスターや、~緒 に靴を捜 してはしいと訴えた 「おたずねポスタ

ー」を校舎内に掲示した。

こうした取り組みを通 して、 
楽
見象生遂おりK放 ぶo」 錯知設型ζ』簑

↓休み時間や放課後に、 
豪                 にな

ふ
(4)職員会や職員の打合せの場で、

組みの詳細な報告を絶えず受け、

ができた。

(5)2学 期終業式の開始直前に、

こ

竜ぢ ことを生徒指導主事が全校の前で報告すると、A男 は、実にす

がすがしい笑顔でこたえた。同時に、全校から自然に拍手が沸き上が

った。

鳳

学級全体の問題と

をすることは、議がはした

かと追求するよりも児童に

富博力を育てる1で効果酌

である。

XA男の心のこt,た訴え

や靴のおたずねホスター示

等により、全牧的な靴捜し

運動が高ま,た。

※複害者の訴えやいしめを

許さず、普で機を撥す学級

o取り組みが加害者の0を

担任から靴かくしの事実関係や取り

児童の取り組みを支援 していく姿勢

巖
見予ガ鳩まと名

"｀
▲ヽ男髭妥販な』

“
`、
こ

1 動かしヽ隠したにを収させ

| たと思われ
る。

6 指導上の留意点

(1)共感的な人間関係を醸成 し、温かい人間関係を基盤とした学級づくりに心がける。

いじめを受けた子が、悲 しい気持ちを学級の誰にでも話せるような雰囲気をつくる

ことが大切である。

(2)い じめを許さない具体的な取り組みを学級、学年、全校で行う。

いじめを傍観 しないで、 「いじめは許さない」という意識をもつように学級、学年

全校で具体的な取り組みを行うことは、いじめの問題の解決のために欠かせないこと

である。

(3)児童の 「いじめは許さない」という行動が、いじめている児童の心を動かす。

児童の 「いじめは許さないJと いう具体的な行動が、いじめている児童に、自分の

誤りに気付かせる大きな役割を果たすという認識に立ちたい。

(* 今回の問題行動で、加害者をあげたり、特定 しなかったのは、 「いじめを許

さない」という児童の積極的な行動を見守りたかったことと、学級から全校へと運動

が広がる中で、靴をかくした子は自ら反省 して、靴をそっと戻すことを期待 したから

である。)

(4)「いじめを許さない」取り組みを支援していく態勢を全校でつくり上げていく。

学級担任を中心に、いじめを許さない運動の支援態勢を全校でつくる。

(5)教師と児童との信頼関係を築く。

児童が困ったこと、気付いたことをいつでも教師に言える信頼関係をつくる。
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回 転校生へのからかいや冷やかしによるいじめ

小学校 被害児童 5年 生 (A男 ) 加害児童 (B子 、C子 、D子 、E男 )

l 問題行動の概要

4月 から転校 してきたA男 は、彼に好意をもったB子 から、C子 、D

子が書いたラブレターをもらった。それを見ていたE男 が皆に広げたた

め、A男 は周囲か ら冷やか しを受け、それを苦にして登校拒否となった。

2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  両親と妹 2人 の5人 家族。両親は会社勤めで、父親は残業

のため帰宅が遅 く、子供との接触が少ない。 1学 期、す ぐに

は学級になじめず、保健室によく顔を出す。 2学 期からは、

友達もできて明るく過 ごせるようになった。

カロ害児童  B子 、D子 は他学級。 B子 、C子 ともにおとなしく素直な

子である。女子 3人 は4年 生まで同じ学級であり、仲がよか

った。

3 事実の把握

担任は、転校 してきたA男 の欠席が続くことから、母親と懇談をもっ

て、登校拒否であることをつかんだ。さらに、詳 しく状況を聴く中で、
以前、玄関にいたずら書きの手紙があったことや、女子に電話をしてい

ることがわかった。翌日、担任が、本人の机の中から落書の手紙を見つ

け、女子数名や一部の子たちから、からかいや冷やかしを受けていたこ

とを知った。

他学級の子も関係 していたので、学年主任を中心に学年で事実関係を

徹底 して把握 し、全容を明らかにした。その結果、ラブレターを書いた
ことを否定する手紙はB子 が書いたが、渡す段階でC子 も書き加えてい

たことがわかった。他の子が書き加えることで学級全体でいじめに発展

する可能性を心配 したが、それはなかった。

4 問題行動の状況

他学級のB子 は、A男 に好意をもち、学習塾でC子 、D子 と相談し、

D子 がラブレターを書き、c子 が机の中に入れることにする。手紙を見
たA男 は、教室で破り捨てる。その様子を見ていた他の子がうわさを広

げ始め、特にE男 はA男 を盛んにからかい始める。まずいと思った3人

女子は、A男 に再び手紙を書き、 「バーカ。ぁはじゃないの…Jと 渡 し

た手紙を本気にしないようA男 をばかにした内容の手紙を入れていた。
A男 は、その気もなく大変迷惑 していた。

5 指導と措置
(1)力1害児童に対する指導

加害児童に対 しては、個々に自分の行動を考えさせ、いかに卑劣な

行為であり、 ベンェ方ほ談餞装■な銀戴城Qれ 生歎晨れ縫数ゑ&し ま
た、

攘
迎 性 爆 強 燭 ユ 嬢 絶 嬢 転 麟 迦 観 朧 駈 コ 難

(2)学年全体、学級に対する指導

学年では、この問題を
凛
            指導方針を立て

て指導に臨んだ。 
来
年         「相手にいやな思いをされたこ
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Xくンによる暴力だという

指導が、力害者にわか,た

か震との窓談で確かめてい

る。

※学年の問題として宇年1



とやさせたこと」を出させながら、相手の立場に立 って行動すること

や、お互いによい所を認め合い、いけない所は注意 し合うなどして集

団を高め合うよう指導 した。

その後、 当
ゑ叢毅螂堅鮨遺ル食t■J上力L“特に、A男の学級におい

ては、 ※
いつぷ■湿ぬK迎え入れ↓畿ゑよユな晟風気ゑ

`ユ

も併せて

指導を進めた。

(3)被害児童に対する指導

A男 に対 しては、不登校対策委員会 (校長、生徒指導主事、担任)

を開き、対応を検討 し、学校としてやるべきことを具体的に した。

A男 の分析……今回の出来事が、A男 にとって不登校になる大きな

きっかけになっているととらえて、指導に当たる必

要がある。

両親との懇談…今回の事実と学校の対応方針を説明するとともに、

保護者の協力を求め、本人への接 し方などについて

相談 した。

子どもの力を… 楽
患崚裳級最鹿のムhiぬ なれ_【 ゑこと最規のほ

借 りる    力鼠得工、朝、一緒に登校できるように働きかけを

した。

骨身をおしま…担任 と生徒指導主事が連携を図って、 
楽

―ない熱意                      担任は、

本人との遊びや会話を通 してのラポー トづ くりを図

った。生徒指導主事は、本人の得意なサ ッカーを通

して充実感や明日への意欲を培 った。

6 指導上の留意点

(1)早期発見、早期対応に努める。

実情と個に応 じて、最小人数の対策委員会 (校長、生徒指導主事、学級担任、必要

に応 じて養護教諭、前担任)を 核に、素早く動ける態勢づ くりが必要である。本件の

場合も、欠席状況から 「おか しいJと 判断 して以来、毎 日のように対策委員会を開き

3人 が揃 った時点で短時間に)、 先手必勝の信念で、連 日、全勢力をつぎ込んで対応

を進めたことが、解決を早めている。

(2)児童理解に徹する教師になる。

本件のB子 、C子 、D子 ともおとなしく素直であったため、 「まさか」と感 じた。

教師の一面的で表面的な児童理解という弱さを痛感 した。特に 「いじめ」に関 しては、

表面だけで把握することは難 しい。児童と心を開いて会話ができるよう、共感的理解

に努め、受容的態度を身に付けることが必要である。

(3)事実関係を徹底 して把握する。

いじめが数人か、学級全体に発展 しているのかきちんと把握 し、見落としが絶対な

いよう見極めていくことが重要である。

(4)児童にとって心の居場所となる学級経営 教科経営の充実に努める。

不登校に関して、その子が単に登校できるようになればよいのではない。中学校ま

でを見通 し、本人が自己充実感をもち、学級に心の居場所をもって生活できるよう、

学級経営 教科経営に努めなければならない。

体で指導することは、指導

方針がどの早10子にも確

撲に入,ていきやすい。

X面害児童への対症晨法的

な指導だけに姜わらず、い

しめを許遷ない集団づくり

をしている。いじめをなく

する積極的な生桂指導であ

る。

※A男の仲のよい子やその

規の力も生かしている。

XA男の心理的な安定を図

るためのラボートづくりを

全校態勢で行,ている。教

育相談態勢も確立されてき

た。
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□ 知的面で遅れがある児童への暴力的ないじめ

小学校 被害児童 5年 生 (A男 ) 加害児童 5年 生 (B男 、C男 、D男 、E男 )

問題行動の概要

A男 は、通常の学級で学習 している知的面で遅れがある児童である。
A男 に対 して受容的な態度をとる予も多いが、自分か ら仲間に入 ってい
くことができないため、 

豪
X日常的に孤立感の中で、

生活している姿への見過ご

しがl・l題行動を話発した。

ュた時 5年 生の2月 下旬、同 じ学級のB男 、C男 、D男 、E男 を中心と

乗りになったり、たたく蹴るなどの暴力を加えた。
2 生育歴 ・家庭環境等

被害児童  A男 は、やゃ閉鎖的で自分を出さない面があり、一人遊び
も多い。両親ともに教育熱心であり、A男 に対 しても、学習
用具の準備や身の回りの世話に常に気を配っている。

加害児童  B男 は、巧みに嘘をつくことがあり、ずる賢い面がある。
C男 は、両親に暴言を吐いたり、手をあげたりなど反発す

ることがあり、両親が学校へ相談することもあった。
D男 は、万引きや下級生への暴力等の問題行動を起こした

ことがあった。

E男 には、自己中心的な考えがあり、ものごとをよく判断
せずに行動することが多かった。

3 事実の把握

賛調曖為緻のュ資憂

“

範髄ょ 「B男 、C男 、D男 、E男 君たちが、A男 君
を特別教室へ連れていって馬乗りしたりたたいたりしているよ。」 「c
男君が、 『6年 生の修学旅行の時に、A男 君と一緒のグループになって
夜いじめよか』とぃっとったょ。」と

楽
畑■エムここぬゑ判盟上ム¨

その時点で、いじめは一週間ぐらい続いていたが、学校でのA男 の様
子に特に変化は見られなかった。

4 問題行動の状況

A男 は、 1年 生から通常の学級で生活してきた。 しかし、自分からう
まく意思表示をすることができないため、友達とのコミュニヶ―ション
も十分図れなかった。また、自分一人だけでは活動ができなかったり、
学習についてぃけなかったりするために、周りの児童に世話をしてもら
うことも必要であった。ときには、休み時間に友達のあとをついて回っ
たりすることもあったが、対等に遊ぶことはできなかった。

B男 、C男 、D男 、E男 たちは、A男 が普段無意識にニヤニャ してぃ
ることに対 して 「勉強 したり遊んだりしているときに、こっちを向いて
ニヤニヤしているのに腹が立 った。」 「自分一人では何もできないのに
ニヤニヤしてバヵにしているようでむかっぃた。」などの理由で、 は

する児童 7名 が、休み時間や放課後にA男 を特別教室に連れていき、馬

X学級感情の中に、A男を

受答する0ある☆子の存在

が、問題行動の発見を早め

た。

X鳥抵FtなA男への集日に

よる暴力であり、陰湿性、

残認性の強さを認識する必

要力`ある。
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(1)加害児童に対する指導

個別指導と全体指導のバランス

担任は、 
※
迦喜』蔵=ム ニ人ぬゑ裏美隠堡之説上く聴主ムaた 上

で放課後、児童7人とその保護者を集めて、A男の気持ちをわから

せたり、親子で話し合わせたりする中で、人をさげすんだり、暴力

を加えたりすることは、相手の心身を傷つける許されない行

為であることを厳しく指導した。

学級全体では、 「思いやり」 「親切」 「公正公平」についての指

導を意図的に位置づけた。

母親から話を聴く機会の設定

担任は、学級全員に対 してA男 の母親から、 「我が子への理解と

今後へ向けてのみなさんへのお願い」等について、 
※
話演峨駿銀鬼鳳

ム設成ムヽ子供たちには、 「生活ノー ト」に思いを書かせ、それを

基に話 し合わせた。

学校での保護者懇談と相互理解及び指導

保護者に事実関係を知らせ、学校と家庭とが情報交換を密にする

など、一体となった指導となるよう理解と協力を求めた。

(2)学校の指導態勢の強化

情報伝達の適正化

事実関係について、正馳工潔顕塾鵡霧雌藪家蹴畑側鬱敷欲慣£行数

漁ム襲 (担任→学年主任→生徒指導主事→教頭→校長)

「生徒指導委員会J等 の機能化

いじめの問題の基本認識や早期発見の糸口などの共通理解を、あ

らゆる組織を活用 して図り、小さないじめも見逃さず、健全な人間

関係を育成する日常的な指導を徹底することを確認 した。

学級活動 道徳の時間を通 しての指導

身近な事例を意図的に取り上げること、また、年間計画から人間

愛を基調とする思いやりの心を育てたり、基礎的倫理観等を身につ

けたりする指導を充実した。

(3)技害児童への対応

生活実態のきめ細かい把握

A男 の生活実態を理解 し、
豪
0%輩 畝理L却 微貼敵駐縫に虫ゑ賊、い

やなこと等があったらすぐ担任や両親に申し出るようわからせた。

傍観する児童等への指導

弱い者いじめを見逃さない勇気や、偏見 差層1をしないなど、人

を思いやる心の大切さを考えさせた。

6 指導上の留意点

(1)日常の観察活動を重視する。

自已主張や意思表示がうまく出来ない児童へのいじめが、休み時間の特男1教室で

発生 した事実から、日常における児童の観察活動を的確にする必要がある。

(2)学習の遅れがちな仲間を認め励ます学級経営を充実する。

知的面での遅れをもつ児童に対 して、温かい励ましや認めができる学校 ぐるみの

取 り組みを展開する必要がある。
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X集国の場合、関係した児

童一人一人から,1個に事実

鶴係を把握することが極め

て大切である。

X直接的ではあるがA男〔

ついて十分理解するために

X指導磐勢の第一歩は、必

要な情報を正確に迅速に伝

達することが重要である。

※児童―人一人の日常観察

を危機億議をも,て行うこ

とが必要である。



国 内向的な児童へのからかいや無視によるいじめ

小学校 被害児童 5年 生 (A子 ) 加害児童 5年 生 (B男 他多数)

1 問題行動の概要

A子 は無口で友達が少なく、孤立 している。B男 を中心とする男子の

児童 6名 は、廊下ですれ違う時などにわざと大声をたてたり、わざとぶ

つか っておいて、汚いものに触れたかのように振るまい、A子 が困惑す

るのを見ておもしろがっていた。また、女子の児童もA子 が話さないこ

とか ら、仲間にさそった り、話 しかけることをしなか った。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童  5人 家族。学習は遅れがちで特殊学級への入級を勧められ

たこともあった。無口で友達が少ない。帰宅後はほとんど外

に出ることを しないが、スポーツ少年団では活動 している。

加害児童  中心となったB男 の家庭は、放任的で教育力は弱い。言動

が乱暴で、忍耐力に欠け、弱い者や年下の者を仲間にして行

動 し、友達は少ない。問題行動をよく起こし指導を受けるこ

とが多い。

3 事実の把握

A子 が泣きながら 喪
慮 途々健二上誂み去立上ム2た は震護教識か翼虫

を聞いてもは,き りと話さなかったが、よく尋ねてみると、昼休みにB

男 らがA子 の近 くに来て 「ワーJと 言っておもしろがっていたとのこと

であった。翌 日、母親より電話があり、 「B男 か ら度 々いやなことを言

われる、給食当番を していたら女子か らきつい言葉を投げかけられる、

隣の席の女子が後ろへ移動 して悪口を言っている、などの理由で学校へ

行きたがらないので欠席する。」とのことであった。

4 問題行動の状況

A子 が廊下を通ろうとすると、B男 らがそれ見よが しに 「ウェー」と

か 「ワー」と大声を出したり、あだなを言ってからか ったりしておもし

ろがっていた。さらに押 しあってA子 にぶつかると、何か汚い物に触っ

たかのように振るまった。また隣の席の女子が、前や後ろの児童と話す

ため机をず らせると、A子 は何か 自分の悪口でも言っているかのように

思い込み、語調の強い言葉が投げかけられると、自分がのけ者扱いされ

ているように思い、クラスのみんなが自分を避けているように感 じ、孤

立感を強めていった。そ して登校拒否へと陥 っていった。A子 の母親は

登校拒否の原因をB男 らの言動以上に、以前から校外活動でうまくいっ

ていなかったC子 峯(0子は塾du嘉 なぃ言葉褻螂鼓力国けた,メsG襲

【じる飲とのことを特に問題視 して、学校に強い指導を求めてきた。

5 指導と措置

(1)養護教諭から連絡を受け、担任がB男 を呼んで事情を聴き、指導を

行った。B男 と一緒になってからかっていた児童に対しても指導を行

った。また、C子 に対 しても事情を聴いた。

(2)A子 が欠席をした日、担任はA子 の気持ちを伝えながら学級への指
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Xこのような児童にとって

揆健室はしの居場所とヽ1

善護教論:字竹11番vnF

麒相手となるtとが多い。

※|しめの技害者にと,て

は重大なことでも、周囲の

児童は何も気付かずにいる

ことが多い。また、被害者

ll思い込みである場合もあ

る。指導者は事実を紀握し

て、己かい字級の雰囲気づ

くりをlriして指導するこ

とが大切である。



導を行い、みんなが安心 して生活できる学級にしようと呼びかけた。

(3)校長が職員に対 していじめのP・5題で指導をした。その後、生徒指導

主事がA子 のいじめに関わる登校拒否について状況を説明 し、共通理

解 共通行動について話 し合った。

(4)全校朝会で、校長が全校児童にいじめについて指導 した。生徒指導

主事も、本校にあるいじめについて話 し、指導をした。
※学年集会を開き、十徒指導主事がA子 がいじめで学校を休んでいる

燕 いじめに加わっていた児童の反省を求めるとともに、い

じめを見て見ぬふりをしていたり、傍観 していたりしたことの非を論

した。その後、 
※
堂搬r盗 こか最上ぬ良2ぬ K反 省鼠鳳崚之焦政こ毒

↓な黙A子 のいじめに深く関わっていたB男 を始め6人 の児童には、

教頭や生徒指導主事、学年の教師がついて指導し、反省や今後の生活

についての思いを作文に表 した。

(5)A子 のいじめに深く関わっていた児童6人 の家庭に、いじめに関わ

っていた事実と学校の指導について話 し、家庭での指導内容と学校と

家庭の協力による見届けについて要請 した。

(6)担任が児童の書いた作文や手紙の一部を持って家庭訪間をし、学級

がA子 を温かく迎え入れる態勢ができてきたことを知らせた。

(7)校長と生徒指導主事が、A子 の父親に学校の取り組みを話 し、理解

を求めた。

(8)担任は
当             A子 を励ますとともに、 

来
旦

に行くこ^とを依農 した。̂また、欠席が続いている間、学級の児童を連

れ、手紙を携えて家庭訪間を続けた。

(9)｀三二月重委員燎民生委員α撼左嵐茎ぬ、母親の気持ちを解きはぐ

すことに努めた。

(10)学校だよりや学年通信で、い じめについて学校や学年の取 り組みを

知 らせ、理解と協力を要請 した。

(H)A子 が登校 してか らは、学級担任や日1担任を中心として、A子 が学

校生活になじめるように、全職員で指導に当たっていった。

(12)PTAの 家庭教育学級で「いじめ」について取 り上げ、話 し合った。

6 指導上の留意点

(1)担任だけで問題を解決 しようとせず、学校全体で取り組むことが大切である。

(2)弱い立場の児童に精神的苦痛を感 じさせたり、暴力を加えることは卑劣な行為であ

り、絶対に許されないことをあらゆる機会をとらえて指導する。

(3)い じめを傍観 したり、見て見ぬふりをすることは、いじめを助長するものであるこ

とを理解させ、みんなでいじめをなくすように努力することの大切さを指導する。

(4)学級や学年で、被害児童を支え援助する児童を育成 し、精神的に安定できる態勢を

整える。また学級では、何でも言え、正義の通る雰囲気を醸成する。

(5)養護教諭との連携を図り、被害者の状況をより深 く把握 し、支援 していくことも大

切である。 (養護教論に心を開く児童生徒もいる。)

(6)被害児童の家庭には誠意をもって接 し、学校の対応や取り組みについて理解を得る。

(7)い じめに加わっていた児童については、家庭と協力して指導 し、見届けをしていく。

(8)家庭や関係諸機関との連携を図り、問題の解決やいじめを無くしていく努力をする。
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※集会で実名を挙げて指導

をすることについては、十

分に配慮することが必要で

ある。

※学級の全員にこのll題を

自分のll題としてとらえさ

せ、考えさせることが大切

である。

XOを開いている姜護教論

と共に家庭訪llをした。

X教輌だけでなく茨達0励

ましはスきな力になる。

X家庭へ0指導は字枚[||

ではなかなか成果があがら

ないことがあり、地域の協

力が必要になる場合もある。



回 「なかよじグループ」内でのイ中間はずれや無視によるいじめ

小学校  被害児童 6年 生 (A子 ) 加害児童 6年 生 (B子 他 5名 )

1 問題行動の概要

A子 、B子 らは5年 生からの 「なかよしグループJで 行動をともにし

ていることが多かった。 5年 生の3学 期頃から、 
※

―
Q蕊 総念崚から、仲FElはずしや無視をするなどのいじめが、対象を次々

に変える中で行われた。いじめる側の中心はB子 であった。学級担任が

その都度指導を繰り返したにもかかわらず、 6年 生になり、A子 がいじ

めの対象にされた。

2 生育歴 家庭環境等

校害児童 A子 は、3人 兄弟の末っ子で、上2人 とは年齢が離れており、

依存心が強い。友達同士で何かするときでも、他の子に頼ろう

としたり、自分の具体的な行動に対 しても、他の子に判断を仰

いたりすることが多い。

家庭では、 
楽
兄にJ・Tさ えられ ている五 が多上、。父親はB子 には

甘く、欲 しがる物は高価な物でも買い与えている。

3 事実の把握

5年 生の3学 期から、このグループ内で、C子 の次にD子 という具合

いに、仲間はず しや無視などのい じめがあり、学級担任が個別指導を繰

り返 していた。 6年 生になり、対象がA子 に向かい、A子 は精神的に緊

張が高まり、朝嘔吐するなどで登校できない状態になった。 毎謝残患ゑ
8t■に_[い_じめら才Lている0で はカミに、か。」__という孟えがみり、生徒指

加害児童 B子 は、やや内向的な性格だが、勝ち気で、友達関係の中で

も自分の思い通りにしようとする傾向が強い。兄と2人 兄妹で、

導主事にも連絡があった。

4 問題行動の状況

B子 たちのグループは学級の中で も中心的 なメンバーであ った。学級

担任がB子 に話をしても■■ぃo重 はない_^1^之這藪 張ゝり、́指導され

たその日に電話で 「Cさ んと話 したらいかんよ。」とA子 らに指示する

など、根本的な解決には至っていなかった。

A子 は明るく真面 目であるが、グループ内では比較的おとなしい方で

依存心が強いこともあって、5年 生の3学 期のC子 へのいじめのときも

C子 とは最も仲のよい友達であったにもかかわらず、B子 の指示を断り

きれなかった。

6年 生になり、対象がA子 に向かった。B子 たちは、A子 が話 しかけ

ても返事をしなかったり、A子 の悪口を聞こえよが しに他の友達と話 し

たりした。B子 は、一緒に学校から帰る約束をしておきながら、A子 が

トイレに行 っているすきに帰 って しまい、A子 が追いつこうとすると、

A子 の方を見ながら他の子とひそひそ話を して無視を した。休み時間に

は仲良く雑談 している所に、A子 が来ると急に話をやめたりすることが

度々あった。

学級内の女子は3つ ほどのなかよじグループに分かれていて、A子 は
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※tの時期は閉鎖釣tグル

ープを形成しやすい。学艤

経営の中で茨燿づくりを重

視して,1〈必要がある。

XB子自身にも家庭内でス

トレスがあったと思われる。

X保護者より訴えがあった

場合は、連格を取り合11、

たたちに行動するtとが大

切である。

※B予らに深llさはなく、

遊びの感覚でも、A子には

極めて深刻ないしめである。



他のグループには入れない雰囲気にあって、相談する友達がいなかった。

教師の目には、ただ仲Fnl内で遊んでいるように映っていて、周りの児童

からの働きかけもなかった。

5 指導と措置

1 学年で歩調を合わせ、一斉に学級活動

学年会で、各学級からいじめの実態を出し合うとともに、いじめは

絶対にいけないのだという観点で、 無理ゑ生の食ぶ彰X潮鯰で学級活動

を行 った。当事著への指導だけでなく、学級、学年全体の問題として

投げかけ、 

“

弘2の f譴襲よよ漱見て見ぬふ りを しないよう、また、自

分がおか しいと感 じたことはそのままにしないよう指導をした。

2 加害児童への指導

学級担任からの連絡を受け、生徒指導主事、学年主任、学級担任が

B子 ら関係者全員を集めて、 
贅
裏爆崚鰻破顛はは

A子 が、朝、嘔吐で学校を休んだという事実をいち早 く知 ったB子

たちは、その原因が自分たちのいじめにあるのではないかと不安にな

り、動揺が見られた。

生徒指導主事を中心に穏やかに話を聞いたところ、B子 らは素直に

自分たちがやっていたことを話 した。A子 に対 してだけでなく、C子

やD子 に対 してのいじめについても、その誤 りを反省 した。

自分たちが悪いことをしていることはわかっていたが、仲間はずれ

の対象が次々変わる中で、どの児童もが、自分がい じめの対象になら

ないかという不安を感 じていた。指導を受けたことが幸いし、 「これ

で、いじめがなくなるのだ。Jと いう安堵感が関係者全員に見られた。

3 保護者 との連携

A子 が欠席をしたその日に、教頭と生徒指導主事が家庭訪間をした。
棗
ム発のス週訟顕藤↓ム児童2盤 護ムな連縫な取ユ含h凛 これゑれのほ

謹滋か農分ゑ孟どぬ嵐撹ユゑζじな絲A子 には、学校でのB子 らの指

導の結果を話 したところ安心した様子をみせ、翌日から登校 した。

4 生徒指導主事と学級担任との連携の強化
豪

Kよ漠瞑崚装u嗅 そのため、特に学年主任との連絡を密にし、絶えず情

報交換を行うようにした。

5 全校での共通理解

いじめ、不登校などの問題について、職員会などで各学級担任が事

例を出し、全校でいじめの問題などに対する基本的な認識等について

の共通理解と指導態勢の強化を図った。

6 指導上の留意点

l A子 の父親とは、日頃から学校との連携がうまくとれていたこと、また、B子 らの

保護者の理解が得られ、保護者も自分の子供に厳 しく指導したことが早期解決につな

がった。学級担任は日頃から保護者との信頼関係を深めておくことが大切である。

2 学級担任だけで問題を抱え込まないよう、児童、保護者への具体的指導も含め、報

告、連絡、相談活動を通 して学年、全校で援助 し合える態勢をつくっていくことが大

切である。
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X該当α≠級にととまらず、

全学級で―斉に指導するこ

とが大切である。

X周囲の児童への指導も大

切にしたい。

※加害児童から事情を闘〈

ときも、教育相談的立場が

/1要である。

X保護者の理押を得られた

ことが、早期解決につなが

,た。

※係同上の具体的な引き彙

ぎを着実に行う必要がある。



IIn 学習面で遅れがあり、体力的に劣る児童への習慣化したいじめ

小学校  被害児童6年 生 (Y男 ) 加害児童 4、 5、 6年 生 (B男 他数名)

問題行動の概要

Y男 は小学校低学年の頃から、同級生や上級生にいじめられることが

多く、そのことを理由に登校を渋ることがかなりあった。 発艶幻蟄蠍愚

模のため、学年を越えたつたがりが深 く、̂Y男 は、他の児童から固定化

した見方をされている。学年が進むにつれて下級生からもからかわれる

ようになり、登下校の際、同じ分団の下級生男子数名から押されたり、

罵声を浴びせられたりすることもあった。

2 生育歴 家庭環境等

被害児童 Y男 が小さい頃病気がちであったため、母親は、過保護、過

干渉の傾向にある。父親は、子育てを母親任せにし、夜、家

にいないことが多い。母親は、本人に何か変わったことがあ

ると、 「うちの子は何かされているのではないか。」という

不安にかられ、学校への相談が多い。

加害児童 B男 は活動的で、学級の中心となって行動する。父親はしつ

けに対 して厳 しい方である。母親には思ったことを気軽に話

す。また、小さい時からY男 に対する見方が固定的になって

いる。

3 事実の把握

A教 論は、預贖寝留譴頚運鶏劉副医魚RI緻 生妖よくЙ曇強度商嘴凛猿

晟魔二嵐れた以上こはなことな賤ω【ゑれ咲そこで、Y男 をはじめ児童

相互の見方が固定化されている実態を踏まえ、相互理解を深め合う仲間

づ くりに力を入れて指導 してきた。 しか し、運動会が終わ った10月、Y

男が下校途中にい じめられたことが原因で学校を休んだことを母親が電

話で連絡 してきた。

4 問題行動の状況

母親からの電話を受けて、関係する児童を呼び事情を聞いたところ、

4年 生から6年 生の数名の男子がY男 をからかったり、棒でつついたり

したことが分かった。力u害児童は、陸上記録会の練習が放課後に続き、
豪疲ねや不満がたまっていたことをきっかけに、小柄で学習や運動に遅れ

が見られるY男 のしぐさを見ていじめたことを話した。

5 指導と措置

(1)B男 他数名の男子にどんな理由があってもい じめは許されないこと

を指導する。

B男 は、 「小さい頃、Y男 をいじめ、その家族の人か ら何度も注意

されたので、今回は、自分は直接手を出さず、他の子にやらせた。」

と答えた。A教 諭は、 「直接に手を出さなくても、他の人にやらせた

ことはいじめには違いないので、許されることではない。」というこ

とを厳しく話 した。他にそばで見ていた児童や直接手を出t′た児童に

も同じように、いじめたことは相手の心も傷つけたことを厳 しく話す。

どの児童もA教 論の話を聞き反省 した。
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※保育目の願から、同じ|

集団で生活してきたため、

固定的な見方が強い。

X特に小視模故では、担II

の入れ督わりが激しいので

児童の記録をきうんと残し

てお〈必要がある。

※授業中だけで

'〈
、IIみ

時llなどの様子からも、児

童を常に観察することが大

切である。



また、A教 諭は、同僚の先生におとなしい子に集団でからかうこと

を見逃さず、 「からかい」は子供の心を深 く傷つけることになり、絶

対に許 してはならないことを共通理解 した。

(2)個男1指導によってY男 に活動をやりきる自信をつけさせる。

A教 論はY男 との心のつながりを求めて、できる限り休み時間に話

しかけるように心がけてきた。Y男 がいじめを受けたことを知 り、本

人か ら事情を聞く。その時、この問題については加害児童をきちんと

指導することとY男 の今後の学習等のがんばりに対 して支援をするこ

とを話す。その後も算数の個Bl指導を続けることにより、Y男 は学習

意欲が高まり、授業では進んで手をあげるようになった。 しか し、Y

男が話すときになると一瞬シーンとなり特別視する様子が見 られたの

で、どの子の場合も同 じ姿勢で聞くように指導 した。体育ではY男 の

活躍に対 して、仲間が声援を送るようになった。

(3)学級の仲間意識を育てる。

仲F・7はずれをつ くることなく、最高学年として、明るく楽 しい学校

づくりをしていくことを約束 し合い、 ま戯ェ湊峻襲a=艘 ょ麒頗燎簸意

…

練習の過程を通 して、一人一人がばらばらの大きさの音を

出さないで心を一つにして合奏することの大切さを分からせてきた。

いじめの問題が明らかになってからは、さらに、パートごとの練習で

上手に教え合うことのできるグループの姿を取り上げ、互いに励まし

あえる温かい人間関係をつくることに力を入れた。

(4)母親の安定を願ってY男 のがんばりの様子を見る機会を工夫する。

学校でY男 ががんばっていることや仲間が変わってきたことを、電

話で繰り返 し連絡をして、母親に安心してもらうように,らがけた。さ

らに ※最メ■をし■フ寃ια娠あ団Lな■ど(ま光源■=レ、」腹

`と

iJ支

―の擦晟褒三抜r見 ■ゑた二ゑLし その中で、母親がそばにいることで

本人も落ち着き、母親もY男 が実際に学校内で活動 している様子を見

て気持ちが安定してきた。そして、Y男 が学校を休もうとするときに

は、母親は、励まして学校へ送り出すようになった。

(5)PTA活 動を通 して家庭において配慮すべきことを話題にする。

懇談会の時、家庭において配慮すべきことを提言 し、話題とした。

基本的なしつけをしっかり行い、それをや りきらせる。

家族団らんの時間を多くし、子供の話に耳を傾ける。

…

…颯

このような話題を、家庭さらに地域社会 まで広げて相互理解を図り

子供間における固定的な見方や偏見をなくすようにした。

6 指導上の留意点

(1)子供との対話を増やし、休み時間に一緒に遊ぶ中で子供の様子を見届ける。

多忙で子供と離れがちになるときは、特に見届けに配慮をする。

(2)い じめの問題の事例研修を深め、全校態勢で取り組む。

小規模校の特色を生かした見届けをし、子供の心を理解する事例研修を重ねる。

(3)本人に問題があるからといっていじめることは決 して許されないことを指導する。

本人については、がんばる姿を仲間で認め合うことができるようにして、お互いを

大切にする心を育成する。

X仲間意論を高めるたllに

は、と0子もよいもりをつ

(り上げる喜びを味わえる

ようにすることが大切であ

る。

X神経過敏rt,(|る日

槻の気持ちを和ら(ため、

Y男の字故でがんばる姿を

実際に見てもらうtともよ

|。

X家庭の中で、豊かな仲間

関係が育てられるよう懇該

会等で協力を求めることも

重要である。
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